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(I) はじめに

甲奴郡上下町は、備南・備北を結ぶ交通の要地であり、近世においては幕府天領となり石州
Lなみ

街道の宿場町として栄えた。階見地区は、上下市街地から東方約5kmに位置し、神石郡三和町

と境を接している。同地区は、矢多田川に沿って細長く東西に開けた盆地地形を呈している。

耕地は急峻な山塊が迫るため主に矢多田川南側の低丘陵上及び谷部に開墾されていることから、

可耕面積も狭いうえ、階段状となっている。このため農業の近代化、集約化を目的とした団体

営のほ場整備事業が計画された。昭和56年11月、上下町から広島県教育委員会(以下「県教委」

という）に対して同事業地内の文化財の有無ならびに取扱いについての協議がなされた。県教

委ではこれを受けて同地区内の分布調査を実施して、遺跡の存在する可能性のある場所を3箇
なかい IDさとし

所確認し、その後、試掘調査を行って中居遺跡、行年遺跡の存在を確認した。この結果、設計

変更の可能な中居遺跡については計画変更するとともに、設計変更が不可能である行年遺跡に

ついては事前に発掘調査を実施し、記録保存することとなった。このような経過を経て昭和58

年10月、上下町から財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下「センター」という）に発

掘調査の依頼があったがセンターとしては昭和58年度における調査は他の事業との関係もあっ

て、調査は不可能であったため昭和59年度に調査することで協議を行い、昭和59年10月1日か

ら同年12月6日まで約2か月間発掘調査を実施した。なお、調査期間中の12月1日には午後2

時から上下町教育委員会と共催で遺跡見学会を開催したところ、階見地区をはじめ町内外から

約80名の参加者があった。

本報告書は、以上のような経過のもとに調査を実施した行年遺跡の記録を収録したもので、

縄文時代から古墳時代にかけての当地域集落の在り方の一端を示す資料である。このような意

味からも本報告書が単に学術研究のみならず、当地域研究の新たな資料として活用されれば幸

いである。

なお、調査にあたっては上下町、上下町教育委員会、土地所有者の藤岡一夫氏の御協力を得

るとともに、地元の方々から多大な御協力を得た。末筆ながら記して謝意を表したい。

－1－



(11)位置と環境

第1回周辺遺跡分布図 (1?50,000)

－2－



ゆeとL じようげ しなみ

行年遺跡は、広島県甲奴郡上下町階見字行年1631番地外4筆に所在する。上下町は県東部、

旧備後国のほぼ中央に位置し、平均標高約400mである。町の中央部には分水嶺が走り、町内を

西流する上下川は馬洗川に合流ののち江の川と合流して日本海へ、一方町内を南流する矢多田

川は芦田川に合流して瀬戸内海へ流入している。町内の大部分は山地形からなり、耕地・集落

は小河川流域の平地や谷間にわずかに点在しているにすぎない。しかし、上下川沿いに発達し

た町の中心部は、近世には石州路の宿場として栄え、天領代官所が置かれて周辺地域の中心を

なしていた。

以下、上下町内の遺跡を概観してみたい。

旧石器時代の過跡は、現在のところ確認されていない。縄文時代の遺跡としては、上下町最

南端に位置し、前期～後期にかけての土器片、石鍛・刃器などの石器がかなり広い範囲にわた
お必gはら（1）

り採集されている扇原遺跡が唯一の通跡であったが、今回の調査において本遺跡からも遺物が

出土した。なお、本遺跡の南東約51m、山地谷あいの標高約500mに位置する神石郡三和町柿の
（2）

木原遺跡では、後期の土器片が採集されている。
Lもごうぐわぱら （3） どうじよう （4） なかも0

弥生時代遺跡としては、下郷桑原遺跡､道城遺跡、中居遺跡などがある。下郷桑原遺跡では

中期後半の住居跡2軒、道城遺跡では後期の住居跡1軒が確認されている。また、本遺跡の南

東約700m、矢多田川を臨む丘陵上に位置する中居遺跡は、昭和58年県教委が試掘調査を行い、

中期後半～後期にかけての土器（第1図 1～3）が出土し、後期の住居跡2軒が確認されて
（5）

いる｡このほか､浄円寺古墳群の立地する西側丘陵谷部からは、中期と考えられる分銅形土製品

が出土している。
（6）

上下町では､現在約150基の古墳が確認されているが､前方後円墳は数少なく大部分は横穴式

石室を内部主体とする径10m前後の小円墳である。前方後円墳としては、全長24m、高さ3m

で全長8.5mの横穴式石室をもつ南山第1号古墳、 ともに全長22m、高さ3mの古城第1．2
おづかなかやま

号古墳、全長28m、高さ5mの小塚中山第5号古墳などが知られているにすぎない。また、発
そうぺいやま うすこ （7）

掘調査された古墳としては、宗兵衛山古墳、上下小学校裏古墳、薄古第1．2号古墳がある。

宗兵衛山古墳は径約10mの円墳で、内部主体は横穴式石室で須恵器・金環が出土しており、 6

世紀後半頃の古墳と考えられる。上下小学校喪古墳も内部主体は横穴式石室で、須恵器・土師

器を出土している。薄古古墳群は、径10m前後の小円墳5基からなる古墳群で、調査が行われ

0 ン
P●q■q■‐■,つ‐‐‐q■＝ q■ー一一一一一一~一一‐一－一■ﾚｰｰ◆

二竺ﾓ蔓乏テ
3

茎_ア
第2図 II'"樋跡出I:過物(1 : 3)

－3－



たのはこのうち2基である。第1号古墳は、背後に地山を掘込んだ周溝のある径6.5m以上、高

さ0.6～0.8mの円墳で主体部は検出されていない。 第2号古墳は､径8mの円墳で内部主体は箱

式石棺と土拡である。土砿からは土師器の細片が出土している。なお、第2号古墳は、古墳の

築造、構築法や内部主体の状況などから6世紀初頭の築造とされている。
びょうぶ はUやま しやかまる

本遺跡の周辺には、屏風山古墳、それ古墳、奥の院古墳群、萩山古墳群、釈迦丸古墳群、塚
（8）

野田古墳群が存在するが、いずれも径10m前後の小円墳で、内部主体は横穴式石室である。な

お、隣接している神石郡三和町にも、矢多田川沿いに別所古墳群、塚の鼻古墳群などの古墳群

が存在している。

古墳以外の遺跡としては、下郷桑原遺跡で造付け石組みカマドを付設した住居跡が確認され

ており、国留先谷の岩風呂窯跡は須恵器生産の窯跡で数基が確認されている。

古代の遺跡としては、下郷桑原遺跡、中居遺跡などがある。下郷桑原遺跡では、平安時代初

頭の倉庫跡と推定される1間×3間の掘立柱建物跡、溝状遺構などが検出され、瓦類、墨書土

器を含む須恵器が出土している。また、中居遺跡においては、奈良～平安時代にかけての須恵

器（第1図 4 ． 5）が出土し、掘立柱建物跡が検出されている。
ありふく 郷8なやま くんとのと8ちょう

中世の遺跡では、有福城跡、翁山城跡などの山城跡、国留時鳥の宝筐印塔などがある。

以上､簡単に上下町の遺跡を概観してきたが､上下町における遺跡の調査例は少なく、原始・

古代の様相は一部が明らかになっているにすぎない。

註 1．服部宜昭、妹尾周三 「甲奴郡上下町扇原から発見された縄文時代の遺物について」 『芸備』

第6集芸備友の会昭和53 （1978）年

2．三和町教育委員会 『広島県神石郡柿の木原窯跡の調査』 昭和53 （1978）年

3．財団法人広島県埋蔵文化財調査センター 『下郷桑原遺跡』 昭和59（1984）年

4．服部宜昭、 「甲奴郡における弥生時代の遺跡と遺物について」 r甲奴郡文化財研究』 第2

巻昭和47 （1972）年

5．鍜治益生 「甲奴郡上下町出土の分銅形土製品」 rひろしまの遺跡』第7号

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター昭和56年（1981）年

6．上下町教育委員会発行のr上下町の古墳分布』によると、総数119基であるが、その後の分布

調査で、昭和59年12月現在、新たに30基近くの古墳が確認されている。

7．財団法人広島県埋蔵文化財調査センター 『薄古第1号・第2号古墳発掘調査報告』 昭和

58 （1983）年

8．上下町教育委員会 『上下町の古墳分布』 昭和56 （1981）年
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(HI)調査の概要

ゆSとし

行年遺跡の所在する階見地区は、芦田川の支流矢多田川を挾んで北側は急峻な山塊が連なる

のに対し､南側は標高715mの空山より派生した丘陵群が傾斜変換点から緩やかに展開している。

行年遺跡は、南側の丘陵群のうちもっとも西側に位置し、前面を流れる矢多田川との比高差約

15mの丘陵先端部に立地する。現状は水田で、調査対象地域は総面積約1,500nfである。

調査はまず調査区設定から開始した。調査区設定にあたっては、ほ場整備事業の計画線を考

慮して調査区中央を貫く南北基線を設定し、この中間点から直交する東西基線を設定し、北東

区から1区とし時計回りに2～4区と呼称することとした。また、調査地域が3段の水田にわ

たるため、この4調査区を水田別にさらに1－A～C区、 2～4-A･B区と呼称することと

した。耕作土の排除には重機を使用した。

排土の結果、耕作土・床土直下で地山を検出したが、調査区2 ． 3区中央部は地山削平が著

しく、角礫を露出する状況を呈し遺構の残存状況は極めて不良であった。検出の遺椛にはわず

かに壁溝、主柱穴が残存した弥生時代の円形住居跡2軒と、 2間×2間の時期不詳の掘立柱建

物跡1棟、そのほかに若干のピットを検出したにすぎない。また、東側．西側では本来の丘陵

斜面となり､西側斜面部で弥生時代と古墳時代の竪穴住居跡が切合った状態で2軒分検出した。

ともに斜面に営まれているため遺存状態はよくない。

サ

現地説明会風景
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これに対して調査区中央から1 ． 4区にかけては黄褐色粘質土の安定した地山となり、削平

されているものの遺構の残存状況は比較的良好であった。主な遺構には縄文時代中期後半の円

形土砿1基、弥生時代中期後半から後期前半にかけての竪穴住居跡2軒、いわゆる袋状土砿2

基、古墳時代後期後半の竪穴住居跡1軒、このほか時期不詳の掘立柱建物跡4棟、土砿24基、

溝状適構2などがある。

縄文時代の土鉱(SK17)内からは撚糸文状の文様を施した土器を主体とする中期後半の土

器が出土した。この土砿の性格については特定できないが、貯蔵穴の可能性が考えられ、上下

町では初例である。なお、本遺跡からは遺構には伴わないが、このほかに縄文土器、石器が出

土しており、縄文時代の遺構の存在の可能性がある。また、弥生時代後期前半に比定される方

形住居跡(SBO3)は焼失家屋で、住居跡内から多量の焼土とともに垂木．壁板などの炭化材

が屋内に倒壊した状態で検出した。一方、本住居跡よりやや時期がさかのぼるSK13はいわゆ

る袋状土砿で、断面がやや胴張りのフラスコ状を呈する。土坑内から有機質の遺物などは出土

していないが、一応貯蔵穴と考えられよう。古墳時代の住居跡SBO2内からは少量の鉄棒が出

土し、鍛冶遺構の可能性も考えられる。
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(Ⅳ）遺 構

(1)住居跡

SBO1 (第5図、図版4)

この住居跡は調査区北東隅(1-A

区)、に位置し、本来尾根筋上に立地した

と思われる。平面は円形を呈し、北東側

1/2以上が耕地開削により欠損するが､規

模は径6.0～6.2mと推定される。現存の

壁高は2～5cmで､壁際には幅18～28"、

深さ5～12"の壁溝がめぐる。残存床面

はやや凹凸を有するが、貼床などは認め

られない。住居跡覆土は少堂の炭化物を

含む暗茶褐色粘質土である。残存床面で

ピット5本を検出する。このうち主柱穴

は3本で、 P1は径28m、深さ51cm、P

2は径38cm，深さ38cm、 P3は径22dn、

深さ10cmである。残存床面積から考えて

少なくとも6本以上の主柱穴を有したと

考えられる。各柱穴内には黒褐色粘質土

が流入していた。また柱穴間はP1～P

2が1.3m， P2～P3が1.4mである。

遺物は残存床面から散在する状況で弥生

中期後半の土器が出土した。

－4“70m －

0 2m
－

第5図SBO1実測図(1 :60)

SBO2 (第6図、図版5)

本住居跡は、調査区1－A区からC区にかけて位置する。平面は隅丸方形を呈し、 1－A区

では主柱穴のみ現存する。 1－C区では南辺3.2m、西辺2.8mの壁が残存するが、 P3と残存

壁及び柱穴間の距離から一辺4.8m前後の住居跡であったと推定される｡現存の壁高は8～11ml

で、壁際には幅20～30cm，深さ7～10cmの壁溝がめぐる。住居跡覆土は黒褐色粘質土である。

主柱穴は4本で、このうちP3を除く3本は少なくとも16cm前後の削平を受けている。規模は

P1は径26"、深さ37cm、P2は径20画、深さ32"，P3は径30m、深さ42m，P4は径26m、

深さ30cmである。P2内では底面から16"遊離して上面平坦な礫が出土しており、他の柱穴に

－7－



はこのような礫は認められないが、一応

根石と考えられる。柱穴間の距離はP1

~P2が2.2m、P2～P3が1.94m、P

3～P4が2.24m、 P4～P1が2.14m

で、ややP2が内側に位置する。各柱穴

内には黒褐色粘質土が流入していた。ま

た、南壁中央部付近で長軸83"，短軸72

cm、深さ16qnの不整形土砿を検出した。

土拡の覆土は黒褐色粘質土で本住居跡覆

土と同質であることから住居跡に伴うも

のと考えられる。

一方、住居跡外面で径18～28qn、深さ

5～12qnのピット3本を検出した。これ

らのピットは住居跡南隅外側のピットを

中心にほぼ等間隔に位置するほか、壁か

らの距離がほぼ近似することから本住居

跡に伴う屋根材のうけのためのピットで

あると考えられる。なお、遺物は西壁溝

弘

－446，”、 －

中から土師器喪形土器、砥石、南壁中央 Lーニー一m

付近の土坑内から須恵器・杯蓋、土師器 第6図SBO2実測図(1 :60)

片が出土し、南壁直下の床面に貼付いた状態で鉄棒が少量出土した。

SBO3 (第7図、図版6， 7)

調査区2－A区東辺に位置する。平面は不整方形を呈し、約1/2が下段耕地のため欠損する

が､現存状況から一辺6m前後と推定される。本来尾根線よりやや斜面に下った付近に立地した

と思われ、現存の壁高は8～30cmで比較的残りが良く、 とくに西側の残りが良好であり、壁際

にめぐる壁溝底面からほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は、北東側を除いては2条の溝が重複して

めぐり、改築が行なわれたことがうかがえる。なお壁溝の深さは床面から5～15cm，幅は20cm

である。主柱穴は残存床面で5本検出したが､柱の配置からみて8本柱であったと考えられる。

規模は、 P1が径24cm、深さ20cm， P2が径34cm，深さ24cln、 P3が径34cm、深さ18cm、 P4

が径21cm，深さ33cm、 P5が径24"、深さ36cnlで、各柱穴間はP1～P2で1.58m、 P2～P

3が1.66m、P3～P4が1.62m、P4～P5が1.34mであり、壁際から1.16～1.3m離れてほ

ぼ等間隔に配列している。残存床面東辺中央には、径80"，深さ30cnlの断面播鉢状の中央ピッ

トがある。ピット中には少蛍の土器片を含んだ黒色粘質土が充満していた。

－8－
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第7図SBO3実測IN1(1 60) (赤：焼土、青：炭化材）

ところで､本住居跡は焼失家屋で多量の焼土とともに柱材などの炭化材が出土した｡焼土は、

住居跡中央部を中心に広がり、 もっとも厚い部分で約30cmの堆積が認められた。また炭化材は

壁際を中心に存在しており、中央部焼土下はほとんど認められなかった。炭化材は、板状のも

のと棒状のものがあり、板状のものは壁際から内部に倒れ込んだ状況で出土しており、壁板の

一部と考えられる。また、棒状のものは垂木または壁板を支える杭と考えられる。事実、壁に

密着し垂直に立った状態の棒状の炭化材を検出している｡しかし、壁溝底面には支柱を立てた
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痕跡は確認できなかった。

なお、出土遺物には弥生時代後期前半の壺形土器・甕形土器・高杯形土器などの土器類及び

姫島産黒曜石のチップ、作業台と考えられる台石など石器がある。とくに大型の破片は、床面

に貼付いた状態で出土した。また、覆土中から縄文早期の楕円押型文土器片が1点出土した。

SBO4 (第8図図版8-a)

調査区2－A区、斜面にかけて位置する円形の竪穴住居跡で、検出当初は1軒分と考えてい

たが、結局2軒が切合っていることが判明した。この付近は遺構面の削平が著しく、両住居跡

とも壁溝、主柱穴、中央ピットを残存するにすぎず、前後関係については明らかではない。

4－a住居跡は西側に位置し、全壁溝の約1/3が遺存する。推定径は4.5mで､現存壁溝は幅

12～26cm，深さ3cmである。本住居跡に確実に伴う主柱穴はP1～P3で、径15～23cm、深さ

6～8cmであり、壁溝にほぼ接して位置する。各柱穴間はP1～P2が1.52m， P2～P3が

1.23mである。 P5は4-a住居跡に伴う中央ピットで長径62m、短径43cm、深さ約10cmの楕

円形を呈する。また、 P4は中央ピットとの対応関係から4－a住居跡に伴い本来8本前後の

主柱を有したと考えられる。
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出土遺物は、 P5中央ピット覆土中から弥生土器片が出土したが、小片であるため時期は不

明である。

一方、 4－b住居跡は4－a住居跡の東側に位置し、全壁溝の約1/4が遺存する。住居跡推

定径は5.3m前後で､現存壁溝は幅24～30m,深さ6～8mである｡主柱穴はP6～P8で径14～24

an、深さ10～15cmである。各柱穴は中央ピットと考えられるP11から1.76～2.20mの距離にあ

り、壁溝よりやや内側に位置する。柱穴間はP6～P7が1.6m、 P7～P8が1.50mである。

中央ピットP11は径約32"、深さ10cmである。このP11を挾んでほぼ直線上の等距離にP9、

P12が位置することから、これら柱穴も主柱穴と考えられ、本住居跡は中心に2本、周辺部に

8本前後の主柱を有したと考えられる。

遺物は、 P7から弥生土器片が1点出土したが、時期は不明である。

SBO5 (第9図図版8－b、 9-a)

調査区3－B区､斜面に位置する隅丸方形住居跡で､西斜面側は流失し､南壁はSBO6によっ

て切られている。東壁の長さは3.4mであり、壁の直下には幅10～26"、深さ5～8cmの壁溝が

めぐり、壁は壁溝底面から約60度の角度で立ち上がる。本遺構は、角礫を含む地山に掘込まれ

ているため壁及び床面は凹凸が著しいが、床面には貼床状のものは確認できなかった。また、

主柱穴は残存床面では検出できなかった。なお、残存床面のほぼ中央と西端部の2箇所で焼土

を検出したが、範囲は狭く、量もごくわずかであった。

遺物は、床面から弥生時代中期後半の甕形土器・高杯形土器・鉢形土器があるほか、覆土中

から古式土師器の壺形土器が出土した。

黒色粘間lそ

蝋色粘碗l:(地1I1ブロック

を少最含む）

賠禍色粘蘭I:(炭を含む）

黙色粘質l:
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合
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第9図SBO5．06実測図(1 :60) (アミ目：焼~上）
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SBO6 (第9図、図版8－b、 9)

SBO5の南側に位置し、 SBO5を切って造られた隅丸方形の竪穴住居跡で西斜面側は流失し

ている。東辺の長さは推定4.6mであり、壁は床面から約65度の角度で立ち上がる。床面はSB

O5同様角礫を含む地山を掘り込んでいるため凹凸が著しくやや西に傾斜するが、貼床は確認で

きなかった。主柱穴は壁際より60～80cm離れて3本検出した。径は24～29dn，深さ4～26cmで

中央のP2がもっとも深い。また、床面の南東部で焼土の広がりを確認したが範囲は狭い。

なお、壁際から10～36cm離れ長さ2.46m、幅26～33cm、深さ5～8cmの浅い溝状遺構を検出

しており、壁面とほぼ平行することから本遺構に伴う壁溝あるいは住居跡拡張以前の住居跡の

壁溝の可能性が考えられる。

遺物は、 6世紀後半の土師器の甕形土器1個体分が住居跡南東隅から出土したほか、床面に

散在した状況で土師器が出土した。

SBO7 (第10図、図版10-a)

調査区4－A区に位置する掘立柱建物跡で4－B区にかけ広がっていたと考えられるが、削

平のため欠損し、現状では3本の柱穴が過存するにすぎない。柱穴の規模は径40～46cm，深さ

20～25dnで、各柱穴間はP1～P2間で2.14m、 P2～P3間で2.0mである。遺物は、各柱穴

から弥生土器小片が出土したが、時期は不明である。

SBO8 (第10図、図版10-b)

調査区1－C区に位置する1間×2間の掘立柱建物跡で、桁行2.9m，梁行2.3mで棟方向は

N85.Wである。柱穴は6本で、規模は径27～43cm、深さ5～21cmとかなりのばらつきが認めら

れる。このうちP2はやや内側に位置するうえ、桁方向の中心線よりややずれている。各柱穴

土層断面観察の結果では柱痕は認められず、黒褐色ないし茶褐色粘質土を主とする覆土が充満

していた。 P4覆土中からは弥生土器小片、 P5覆土中からは黒耀石チップ、弥生土器と思わ

れる破片が出土したが時期は不明である。

SBO9 (第10図、図版11-a)

調査区3－A区に位置する1間×2間（？）の建物跡で、桁行4.6m、梁行3.65mであり、棟

方向はN2｡Eでほぼ磁北方向に主軸をとる。柱穴は5本で、南西隅の柱穴は確認できなかった

が､遺構面が著しく削平を受けているため欠損した可能性が考えられる｡柱穴の規模は径33～47

cm､深さ8～21cmである。Plの覆土中から縦長の角礫1点が斜めになった状態で出土したが、

底面から遊離しており根石とは考え難い。なお、柱痕跡は認められず、黒褐色ないし茶褐色粘

質土が充満していた。遺物は、 P1から弥生土器と思われる小片が少量出土したにすぎない。
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SB10 (第11図、図版11-b)

調査区1－B区に位置する1間×3間の建物跡で、桁行3.85m、梁行3.18mで、棟方向はN

19｡Eである。柱穴は8本で、径25～45cm、深さ7～18cmで、底面レベルはほぼ同一である。各

柱穴はほぼ対応する位置にあり、各柱穴間は桁方向で1.15～1.45mであるがP6についてはや

や西側にずれて位置する。柱痕等は認められず、各柱穴覆土は茶褐色ないし黒褐色粘質土で充

満していた。なお、出土遺物は皆無であった。
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土層説明

1．熟柵色粘蘭上

2．茶禍色粘衝t約 SBO9

I‐－－C蝿
’

第10図SBO7～09実測図(1 :60)
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1実測図（1 ：60）

SB11 (第10図）

l－B及びC区にかけて検出した1間×2間の小規模な建物跡で、桁行2.7m，梁行1.5mで

あり、棟方向はN70.Wである。柱穴は6本で、径23～42cm、深さ7～15cmの小規模なものが多

い。各柱穴間は桁方向で1.25～1.5mでほぼ対応する位置にある。柱痕は認められず:各柱穴に

は黒褐色粘質土または淡茶褐色粘質土が充満していた。遺物は、 P6から弥生土器と思われる

小片が出土したが時期は不明である。

(2) 土拡

調査区全域から検出した土砿は、大別して円形を呈するものと長方形を呈するものとに分類

できるが、両者間に分布上の差違はほとんど認められず、わずかに調査区4－B区にかけて円

形の土砿が集中する傾向を示すにすぎない。また、長方形の土鉱は遺構面が削平を受けている

ことを考慮しても概して浅いものが多いが、円形の土拡はやや深い傾向を示している。一方両

者に共通する点として概ね素掘りの土拡が多いことがあげられるが、例外的に円形土鉱中にい

わゆる袋状土砿が2基存在する。

SKO4･05 (第12図、図版13-a)

調査区1－B区で検出した2基の長方形土砿で、新旧関係は05が古く04が新しい。両者の主

軸方向はほぼ直角となっているがともに深さ11～13cm底面はほぼ平坦である。遺物は、 SKO4
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から弥生土器（後期？）が出土した。

SKO7 (第13図図版13-b、 14-a)

l－C区検出の不整円形を呈する土砿で、断面がやや胴張りするいわゆる袋状土砿である。

現存の深さは25cmで、底面はやや北側に傾斜する。覆土は黒褐色粘質土を主体に地山崩落土の

黄褐色粘質土などがある。遺物は、底面から弥生時代中期後半の甕形土器などが出土した。

SK10

3．4－A区にかけて検出した長方形の土砿で、現存の深さは7cmで底面はほぼ平坦である。

覆土は黒褐色粘質土で、遺物は出土しなかった。

表2 土拡計測一覧表

-15－

拡
号

土
番

土拡上縁

長さ
c、

幅
叩

深さ
c、

土砿底

長さ
C、

幅
師

主軸の

方位
形状 出土遺物 備 考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
皿
哩
過
皿
晦
略
Ⅳ
肥
四
加
皿
犯
羽
別

180

160

114

191

140

126

150

156

168

178

200

92

196

192

94

92

164

120

80

544

66

100

190

254

84

73

74

124

130

50

30

51

82

1

116

116

64

190

81

78

90

160

76

74

270

42

82

130

90

虹
皿
哩
ｎ
週
７
溺
皿
別
７
羽
略
説
泌
健
羽
邪
皿
祀
Ｍ
４
ｍ
ｍ
皿

130

140

106

162

110

120

125

143

154

158

140

42

158

156

74

60

150

110

36

496

62

90

170

210

74

56

68

89

106

48

28

46

64

97

62

42

1

160

68

52

71

154

70

30

244

37

70

90

70

Ｅ
Ｗ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｗ

Ｏ
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●

０
７
３
５
７
９
８
２
２
８
９
１

２
４
５
７
８
６
３
３
６
２
１
５

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

N36．E

N47･W

N51･E

N52･E

N48･E

N61･E

N46｡E

N73.W

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

長方形

不整円形

長方形

長方形

長方形

不整長方形

不整形

円形

不整長方形

円形

円形

円形

不整長方形

不整円形

不整形

長方形

楕円形

長方形

不整円形

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

縄文土器･弥生土器

弥生土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

弥生土器

弥生土器・土師器

土師器

弥生土器？

縄文土器?,弥生土器

弥生土器

5を切ってつくる

やや袋状をなす

袋状土砿
雌火飲

205×210"

ビットを切っている

小ピットによって切られる

SBO3によって切られる

SBO3によって切られる
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2．暗灰褐色粘質土 （灰褐色ブロックを含む）

3．黒褐色粘質土

K13土層脱明

黒褐色粘質土

暗褐色粘質土

黄褐色粘質土

S
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ー
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第14図SB13．17実測図(1 :40)

SK11 (第13図、図版15-a)

4－A区にある不整長方形を呈する土砿で、北隅に小さな半月形のテラス面がある。現存の

深さは28～40cmであり、断面逆台形を呈し、底面は南側に傾斜する。覆土は黒褐色粘質土、暗

褐色粘質土、黒褐色粘質土である。遺物は、覆土中から縄文中期後半の撚糸文状の文様を施し

た土器、弥生土器片、安山岩の剥片などが出土した。

SK13 (第14図、図版16)

4－A区、 SK11の北東4.5mにある円形土城で、 SDO1を切って掘り込んでいる。本土肱も

SKO7同様いわゆる袋状土砿で、最大径は底面より40cm上方にある。底面は緩やかにカーブし

ており、断面はやや胴張りした逆台形を呈する。覆土は最下層に黄褐色粘質土があり、この上

層に黒褐色粘質土が堆穣している。遺物は、黄褐色粘質土上面に密着して弥生時代中期後半の

甕形土器などが出土した。

SK14 (第13図）

SK13の北側1.4mにある不整長方形の土砿である。現存の深さは8～20"であり、底面は中

央部にかけ両小口から傾斜する。覆土は黒褐色粘質土の単層で、遺物は小礫1点である。
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SK15 (第13図）

4－B区にある小型の円形土砿で、現存の深さは62cmで

ある。底面はほぼ平坦で断面逆台形を呈する。覆土は淡茶

褐色粘質土で、覆土中からは縄文中期頃の撚糸文土器2点

が出土したほか、拳大よりやや大きな角礫が出土した。

｡

｡●

ｃ
〆

●、

｡ ｡

●

句
ｌ
釧

勺
、シI

・
〆
。

ウ
SK17 (第14図、図版17-b)

4－B区、 SK15の北側3.4mにある。径約1.6mのほぼ

整円形を呈する土砿で、現存の深さは28cmである。底面は

平坦で壁は底面よりほぼ垂直に立ち上がる。覆土は暗褐色

ないし黒褐色粘質土で、覆土中から縄文中期後半の撚糸文

状の文様を施した土器が比較的まとまって出土したほか、

拳大の角礫が出土した。

A’
一封

ｒ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ

ー＝ ●

SDmD唾

I－446画羽 －
1

土層鋭崩(A_A,) It
，黒褐色粘質土
（鉄分の沈着）

〃

〃

（鉄､黄色土粒子を多含

、黒色粘質土

（黄色土粒子を含む）

〃
Sm

、黒褐色粘質土

（黄色土粒子を多含）

1

SK18 (図版14-b)

SKO7の南西約2mにある不整長方形を呈する土砿で、

現存の深さは14cmである。底面は中央にかけ凹み灰褐色粘

質土が充満していた。覆土中から縄文中期後半の撚糸文状

の文様を施した土器1点が出土した。

２
３

）

4

５
６

1
ノ

、

(3) その他の遺構

SD01 ．02 (第15図、図版18)

1－C区から4－A区にかけ検出した2本の溝状遺構で、

新旧関係は01が古く02が新しい。また、 SDO1はSK13に

よって切られている。SDO1は現存の長さ8.30m､幅30～80

cmで､断面U字形を呈する。底面は中央部で長さ2.5mにわ

たって一段下っている。覆土は黒褐色粘質土で、覆土中か

ら縄文・撚糸文状の文様を施した土器、弥生前期の蜜形土

器が出土したほか、火を受けた角礫が出土した。一方SD

O2は長さ4.7m、幅42～70cm、深さ33～54cmであり、中央部

分が長さ1.4mにわたって一段下っている｡壁は部分的にオー

バー・ハングする部分があるが、断面はほぼU字形を呈す

る。覆土は黒褐色粘質土が主に堆積し、覆土中から縄文土

器、弥生土器などが出土した。

わ10

一 一、

B
－ B，

－

。
4蛭…
－ －

垂
4

◎
｡

SK13

O 1m
－－ゴ

土層脱明(B-B')

l.黒褐色粘質土(鉄分の沈着）

2． 〃

3． 〃 （黄色土粒子を含む）

4．暗褐色粘質土(黄色土粒子を含む）

第15図SDOl．02実測図(1:60)
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(V) 遺 物

SBO1

弥生土器（第16図1～3、図版20の1～3） 1の蕊は頚部から強く外反し、端部は上下方向

に拡張し、端面に浅い2条の凹線がめ<･る。頚部には、粘土を貼付けへラ状工具による刺突を

施し、口頚部の内外面は横ナデする。 2は鉢で、口縁部はやや内湾気味に立ち上がり、体部か

ら緩やかに外反し、端部は丸くおさめる。口縁部の内外面は横ナデで、体部外面は縦位のやや

粗い刷毛、内面は横位にへう削りする。 3の底部は平底で復元底径は6.4cmで、体部は緩やか

に立ち上る。外面は縦位のへラ磨き、内面はナデである。

SBO2

須恵器（第16図4 ． 5、図版20の4 ． 5) 4 ． 5とも杯蓋で、 4は体部から垂下した口縁部

が端部でやや尖り気味となる。 5の口縁部は内面がやや肥厚して丸くなる。口縁部内外面とも

ロクロナデ、天井部はへう削りである。

土師器（第16図6 図版20の6)蕊である。口縁部は緩やかに外反し、端部を丸くおさめる。

体部は丸みをもち最大径は中位にある。口縁部の内外面は横ナデ。体部外面は頚部から体部上

半縦位のやや粗い刷毛、中位は横位の刷毛調整。内面は横位のへラ削りを行い、色調は淡赤褐

色を呈する。

石器（第20図の49、図版23の49）砥石で、途中から欠損しているがよく使用されており、断

面は正方形を呈している。現存長8cm、最大幅4.5cm、最大厚3.3dn、重さ186.89である。石材

は不明である。

SBO3

弥生土器（第16図7～10、第17図11～20、図版20の7 ． 9･10、図版21の8･11～20) 7 ･

8は壷である。 7の口縁部は頚部から緩やかに外反し端部を上下方向に拡張し、外表面には浅

い2条の凹線がめぐる。口縁部には2孔一対の焼成前の円孔が内側からあけられており、頚部

には櫛歯状工具による刺突文がめぐる。口縁部内外面横ナデし、頚部外面縦位の粗い刷毛、内

面ナデつける。 8の頚部は、直線的に外上方にのび口縁部にかけ屈曲してのびる。頚部外面上

半に9条の凹線がめぐる。調整は、頚部外面縦位の細かい刷毛、内面縦位のへラ状工具による

ナデつけである。

9～16は甕である。 9．14は、口縁部が頚部から緩やかに外反して、上方に拡張する。 10．

13は、口縁部が頚部から強く屈曲し端部を上方に拡張する。 11は、口縁部が頚部からく字形に

外反し、端部を上方に拡張する。 15は、口縁部が頚部から強く屈曲し、端部を上下方に拡張し

ている。 9は最大径が体部上半にあり、やや肩が張り体部下半は直線的に底部へ続く。調整は

口頚部の内外面とも横ナデ、体部外面上半は横位のヘラナデ、下半は縦位のヘラナデである。
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体部内面の上半は横位のへラ削り、下半は縦位のへラ削りである。復元口径は13.6cnl､現高24.8

cmである。 10は口縁部端面がやや凹み端部を丸くおさめる。体部の最大径は上半部にあり、下

半にかけて緩やかにカーブして平底の底部へ続く。調整は、口頚部の内外面は横ナデである。

体部外面の上半は斜位の粗い刷毛調整後横ナデ、下半は細かな縦位のへラ磨きである。体部内

面の上半は横位のへラ削り、下半は縦位のへラ削りで、器壁は極めて薄く仕上げている。復元

口径は11.8cm、器高22.8cmである。色調は淡赤褐色を呈する。 11の口縁部はほぼ垂直に立ち上

がり、端部外表面に3条の凹線がめぐる。体部最大径はやや上半部にあり、 この上方にへう状

工具による刺突文がめぐる。調整は口頚部の内外面は横ナデである。体部外面の上半は横ナデ、

下半は単位の細かい縦位の刷毛。内面上半は横位のへラ削り、下半は縦位のへラ削り。口縁部

及び体部中位に炭化物が付着する。復元口径は14.9cm、現高24.2cmである。 13の口縁部外面は

やや凹み、端部は丸くおさめ、口頚部の内外面は横ナデする。 15の口端部外面には3条の凹線

がめぐる。頚部には粘土帯を貼付けて刺突を施している。口頚部の内外面は横ナデする。 12．

16は底部で、 12は平底の底部から緩やかにカーブして体部へ続く。体部外面は縦位のへラ磨き

で、内面斜位のへラ削りである。 16はやや凹み底を呈し、底部と体部の境に指頭圧痕を残して

いる。

17～20は高杯である。17の口縁部は緩やかに内湾し、端部は平坦で内傾し、 2条の浅い凹線、

口縁部外面に4条の凹線がめぐる。口縁部の内外面は横ナデする。 18の口縁部は直線的に外上

方に開く杯部から直立気味に立ち上がり、端部の内外面は拡張する。端面は平坦で3条の浅い

凹線がめぐる。調整は、口縁部の内外面に横ナデ、杯部の外面は多角形状のへラ磨き、内面は

斜位のへラ磨きで、復元口径は22.0cmである。 19～20は脚裾部で、 19は脚柱部から強くラッパ

状に外方へ開き、器壁は肥厚する。端部はやや内傾し上方にわずかに拡張し、端面はわずかに

凹む。調整は脚端の内外面は横ナデ、裾部は内面はナデによる。20は脚柱部からラッパ状に開

き、端部は内傾し上下方向に拡張する。調整は、端部内外面横ナデ、裾部の内外面磨滅が著し

く不明である。

縄文土器（第17図21、図版21の21）楕円押型文土器で6～8mm前後の楕円文を密に配してい

る。器壁は5mmと薄く、外面は淡黄褐色、内面は淡赤褐色を呈する。

石器（第20図50、図版23の50)剥片である。石材は、乳白色を呈する黒耀石である。最大長

1.5cm,最大幅1.8cm、最大厚1cm、重さ3.09である。

SBO5

弥生土器（第17図22．23，第18図24、図版21の22．23、図版22の24） 22は高杯の脚柱部で、

外面には凸帯文がめぐり焼成前の円孔の一部が残存する。調整は、外面横ナデ、内面へラ削り。

23は浅鉢で口縁部はく字形に屈曲して外上方にのび、端部は上方に拡張する。口縁部外面に浅

い2条の擬凹線がめぐる。体部は丸くカーブする。調整は、口縁部の内外面は横ナデ、体部の

外面は縦位の刷毛、内面はへう状工具によるナデ。24は嚢で、口縁部は頚部からく字形に強く

－22－
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屈曲し、端部は上下方に拡張し、外面には浅い2条の擬凹線がめく･る。体部は緩やかにカーブ

して下方へ続く。調整は、口頚部の内外面は横ナデである。体部外面の上部は単位の細かい刷

毛、肩部から下方は縦位のへラ磨きである。内面は口頚部直下には指頭圧痕を残し、これより

下方は横位のへラ磨きである。

土師器（第18図25、図版22の25)壷で、口縁部は複合口縁となる。口縁部はほぼ直線的に外

上方にのび、端部はわずかに外反し丸くしあげている。口縁外面には櫛歯状工具による波状文

が4段にめぐり、下端部に円形浮文を貼付ける。口端部の内外面は横ナデ、口縁部の内面は縦

位のへラ磨きである。

SBO6

土師器（第18図26、図版22の26）甕で、口縁部は頚部から緩やかに外反し端部は丸くおさめ

る。体部最大径は中位より下半にあり、やや下膨れとなる。底部は丸底を呈する。調整は口端

部の内外面及び口頚部の外面は横ナデ、口頚部の内面は横位の刷毛調整後ナデ。体部の外面は

やや粗い縦位の刷毛、内面の上半は横位､下半は縦位のへラ削りである。

SKO7

弥生土器（第18図27～29、図版22の27～29） 27は高杯で、口縁部は緩やかに内湾する杯部か

ら強く内傾して短くのび、端部は矩形を呈する。端面は内傾し浅い1条の凹線がめぐり、外面

には2条の浅い凹線がめぐる。口縁部の内外面及び杯部の内面は横ナデし、杯部の外面は細か

い斜位のへラ磨き。28は蜜で、 口縁部は強く外反し、端部は上下方に拡張している。外面には

3条の凹線がめぐる。頚部の外面には粘土帯を貼付け、へラ状工具による押圧を施す。調整は

口頚部の内外面は横ナデである。 29は嚢の体部で、 2本の刻目凸帯がめぐる。調整は外面の凸

帯付近は横ナデ、下方は単位の細かい縦位の刷毛。内面はナデ後に単位の細かい横位の刷毛調

整をしている。

SK10

石器（第20図51、図版23の51)石材は黒色を呈する黒耀石である。最大長2.7cm、最大幅1.2

cm、最大厚0.5cm、重さ1.49である。

SK11

石器(第20図52、図版23の52）石材は黒色を呈する黒耀石である。最大長1.7m、最大幅3.1

cm、最大厚0.4m、重さ1.69である。

SK13

弥生土器（第18図30～32，第19図33～36、図版22の30～32、図版23の33～36) 30は甕又は壷

の底部で平底を呈する。体部は、底部からほぼ直線的に外上方にのびる。調整は、体部外面が

へラ磨き、内面がナデによる。底部外面は不定方向への単位の粗い刷毛｡31は高杯の脚裾部で、

脚柱部からラッパ状に開き、端部は矩形を呈する。脚柱部との境に凹線をめぐらすほか、脚端

部にかけて5条の凹線をめぐらす。 また、脚裾部には4箇所に三角形の透しがある。調整は、
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脚端部の内外面及び裾部の外面を横ナデする。32は鉢で、口縁部は体部からやや内傾して立ち

上がり、端面は内傾し浅く凹み、端部の直下外面も浅く凹んでいる。体部との境は不明瞭で、

体部は、直線的に内下方に続く。調整は、口縁部の内外面を横ナデし、体部の外面を横位のへ

ラ磨き、内面は横位のへラ磨きしている。33～35は甕で、 33．34の口縁部は頚部から強く屈曲

して外方へのび、端部はやや上方に拡張する。口縁部外面には、 2条の凹線がめぐる。 33の体

部は緩やかにカーブして下方に続く。頚部直下には3条の沈線がめぐり、沈線間には刻目がめ

ぐる。また、体部最大径付近には上下2段に櫛歯状工具による刺突文がめぐる。調整は、口縁

部の内外面は横ナデ、頚部の内面はナデ。体部内面はやや粗い斜位の刷毛、外面は炭化物の付

着が著しく調整は不明。34は口縁部の内外面とも横ナデである。35の口縁部は頚部から強く外

反し、端部は上下方向に拡張し、外面に4条の浅い凹線がめぐり、頚部に粘土帯を貼付け刻目

を施す。口頚部の内外面は横ナデし、体部の内面はへう削りである。36は鉢で、口縁部は頚部

から強く外反し、端部はわずかに上下方向に拡張する。口縁部の外面に浅い2条の凹線がめぐ

る。体部は内湾して下方に続く。調整は、口頚部の内外面は横ナデ。体部外面は横位のへラ磨

き、内面は粗い刷毛調整である。

SK17

縄文土器（第19図37～40、図版23の37～40) 37～40は撚糸文状の文様を施した土器で、原体

の施文の方向は、 37．39．40がRL、 38はLRで、 40は羽状となる。 37には貼付け凸帯の剥落

痕が残る。 4点とも器壁は薄く、内面はナデによる。

SK18

縄文土器（第19図41、図版23の41）撚糸文状の文状を施した土器で、原体の施文の方向はL

Rである。器壁は薄く内面はナデる。淡黄褐色を呈する。

SK19

弥生土器（第19図46、図版23の46）壷で、口縁部はやや外傾して立ち上がり、端部は矩形を

呈する。口縁部外面にはへう状工具により刺突文がめぐる。調整は、口縁部内外面とも横ナデ

する。

SK23

弥生土器（第19図47．48、図版23の47．48） 47は鉢で、口縁部は体部から内湾気味に短くの

び、端面は内傾して内外方向に拡張し、端面に2条、口縁部外表に3条の浅い凹線がめぐる。

体部は、緩やかにカーブして下方に続く。調整は、口縁部の内外面を横ナデ、体部の内外面は

横位のへラ磨き。 48は蜜で、口縁部は頚部から外反し、端部はわずかに上方に拡張する。頚部

直下に5条の凹線とへラ状工具による刺突をめぐらす。調整は、口頚部の内外面を横ナデ、体

部の内面はへう削りである。

SDO1

弥生土器（第19図42．42、図版23の42．43） ともに前期末の蕊で、 42の口縁部は体部から逆

、
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L字形に屈曲し、端部はわずかに垂下させ、刻目を施す。口頚部直下には沈線をめぐらす。調

整は器面剥落のため不明で､色調は淡黄褐色を呈する。43の体部外面には多条の沈線がめぐり、

沈線直下には半裁竹管による刺突文がめぐる。調整は不明である。

石器（第20図53、図版23の53)石材は安山岩である。最大長2.2cm、最大幅3.9cm、最大厚0.5

cm、重さ3.69である。

SDO2

縄文土器（第19図44．45、図版23の44．45） 44は網目状撚糸文土器の底部で、底部はややあ

げ底気味を呈する。原体の施文方向はLRである。調整は内面ナデ、暗茶褐色を呈する。 45は

船元式土器で貝殻腹縁による施文後低い凸帯を貼付け、この上を竹管による刺突を施す。器壁

は薄く内面はナデ調整による。

石器（第20図54、図版23の54)石材は安山岩である。最大長2.1cm、最大幅2.2cm、最大厚0.4

cm、重さ1.69である。

遺構にともなわない遺物（第20図55～57、図版23の55～57） 55は石匙である。一部が欠損し

ているが、横長を呈する。刃部は、特に主要剥離面側に丁寧な二次加工を施す。現存長5.2cm、

最大幅3.1cm、最大厚1.6cm、重さ10.79で石材は安山岩である。56は石鑑である。剥片を利用

し、両側辺及び基部に細かな二次加工を加えている。最大長2.3cm､最大幅1.8cm､最大厚0.2cm、

重さ1.49で、石材は安山岩である。57は模形石器である。若干幅ある縦長の剥片を利用し、上

下両端に使用による細かな剥離がみられる。最大長2.6cm、最大幅1cm、最大厚ldn、重さ2.9

9である。石材は黒色を呈する黒耀石である。
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(W)まとめ

今回の行年遺跡の発掘調査では、縄文時代から古墳時代にかけての集落跡を確認し、山間地

域における一つの集団の在り方の新たな資料を提供した。しかしながら、同地域を含め、周辺

地域における集落跡などの遺跡の実態については明らかにされていないのが現状であり本遺跡

の位置付けについては今後の調査に待つとして、 ここでは今回の調査における成果について若

干の問題点を整理して、 まとめにかえたい。

まず、本遺跡の立地条件について考えると、山間部の小河川を前面にひかえた丘陵先端部に

立地する。河川との比高は約15mあり、丘陵の東側及び西側には小さな谷が湾入している。ま

た、本遺跡の立地する丘陵は傾斜変換点が丘陵先端部に近い所にある。このようなことから本

遺跡全体の在り方を考えた場合、 とくに本遺跡検出の弥生時代集落については、その生産基盤

の低さ及び集落形成にもとめられ占有面積においても、以上のような条件から、本遺跡が完結

的在り方を示すものと考えられる。これらのことを考慮しつつ、以下、縄文及び弥生時代の遺

構について述べてみたい。

本遺跡検出の遺構群のうち、縄文時代に属すると考えられる遺構はSK17である。この土砿

の平面形は円形で、断面は方形を呈し、覆土は弥生時代の遺構のものとは若干異っている。ま

た、少量の縄文時代中期後半の土器片と礫を検出している。土拡の性格については明確にはで

きないが、貯蔵穴の可能性が考えられる。 ところで、周辺地域の縄文時代の遺跡には同町所在
（1） （2）

の扇原遺跡、神石郡三和町所在の柿の木原遺跡、世羅郡甲山町所在の頓迫遺跡，世羅町所在の
（3）

東神崎大池遺跡などがあげられるが､これらの遺跡については表採資料のみで、遺構の存在につ

いては明確にされていない。ただし、遺跡の立地条件を見たとき、本遺跡を含め小河川に面し

た低丘陵上に位置するなどの共通点が見られる。

県内において縄文時代の貯蔵穴検出の遺跡としては、神石郡東城町所在の帝釈峡遺跡群の名
（4）

越遺跡があげられる。同遺跡は、未渡川に隣接した岩陰遺跡で縄文時代早期から須恵器.土師

器を包含する表土層まで'1層にわたる文化層が確認されている。このうち、遺構としてはとく

に縄文時代後半～晩期にかけての柱穴群、中期～晩期にかけての貯蔵穴群の存在が注目されて

おり、 また、縄文時代晩期の籾圧痕土器を検出したことで有名である。このうち、貯蔵穴群は

中期のもの3基、後期のもの5基、晩期のもの6基で、大半が平面形は円形で断面U字形を呈

している。これらの貯蔵穴群は湧水性に富んだ地層に掘込まれていることから、山口県平生町
（5） （6） （7）

の岩田遺跡､岡山県山陽町の南方前池遺跡検出の貯蔵穴との共通性が論じられているが､名越

遺跡では出土の遺物内容から、木の実などのアクやシブ抜きを前提とした貯蔵穴以外の性格の
（8）

可能性が指摘されている。本遺跡SK17を貯蔵穴と考えた場合、丘陵土の粘質土に掘込んでい

ることから考えて湧水性に富むとは言いがたい。このことは、前述のアク抜き等を前提とした
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木の実類の貯蔵条件とは粁干異なる食物類の貯蔵を考慮すべきであろう。なお、 SBO3種土中

から縄文早期の栫I'1押咽文上器が出-こしていることから、 この時期の遺榊の存在も予想される

と同時に、本遺跡の上限が繩文時代早期までさかのぼるものと考えられる。

次に、弥生時代の遺椛についてみると、住居跡6軒、袋状ピット2基などがある。 また、一

部の掘立柱建物跡については時期を明確にはしがたいが、少鼓の弥堆土器を秘土中に包含する

ことから同時期の可能性が考えられる。また、 2本の溝状遺構も袋状ピットとの切合い関係か

ら同様に弥生時代の可能性が考えられる。

住居跡は、 中期がSBO1．05の2軒、後期前半がSBO3の1軒、及び時期を特定できない

SBO4-a．bの2軒がある。このうち、 SBOl、 04-a･bを除いて平面形が方形・隅丸方形を

呈し、 SBO1が尾根筋上に立地したと考えられるほかは尾根筋よりややドった斜面に位置して

いる。 また、 SBO5は丘陵斜面に溝まれており、山側を掘削し斜面側に盛土して造成したと考

えられ、他の住居跡との間にやや相違が認められる。一方、住居構造としては床而流失の著し

b,SBO5を除いて住居跡中央にピットを有し4本以上の主柱をめぐらす構造となっている。 ま

た、 SBO3は焼失家屋で飛木、壁板などの炭化材の残存状況は良好である。出上状況から垂木

が住居跡中央を中心に放射状となることや、壁際には壁崩落防止のための壁板が立てられ、 こ

れを木杭で支えていた状況がIﾘlらかとなった。

袋状ピット2蕪は、 ともに中期後半に属し、丘陵尾根筋にある。 ともに床而が丸味をもち、

断面フラスコ状になるなどの共通した特徴をもつ。覆土中から動・植物遺体は検出されていな

いが、貯蔵穴として機能した可能性が考えられる。一方、掘立柱建物跡については、 SBO9を

除いて規模が相対的に小さく、倉庫的性格をもつものと考えられ、袋状ピット同様丘陵尾根筋

に分布する状況を示すが、袋状ピットとの関係では比較的接近して位綴する。これら両者間で

は掘立柱建物跡の時期が特定できない以上、その同時性について論じることはできないが、掘

立柱建物跡を倉庫と考えた場合、 この両者問の貯蔵物の内容の相違ないしは、時期的な相違に

よる貯蔵形態の変化をうかがうことができよう。

また、瀧状遺榊については、周辺遺構との密着な関係を裏付けるものはなく現状としては性

格不明と言わざるを得ない。

弥生時代の適構については、 これらのことから住居跡と袋状ピット及び掘立柱建物相互間に

は、遺跡内における占地の相違が認められる。つまり、住居跡は相対的にやや丘陵尾根筋より

~ドがった斜面に位置するものが多いのに対し、貯蔵を目的とした袋状ピット及び倉庫的性格と

考えられる掘立柱建物跡は尾根筋に立地する。このことは、集落内における生活空間利用につ

いての集団内の規制による以外に、当時の貯蔵用食物の保存条件に起因する点が多かったもの

と思われる。つまり、穀物類を主体としたと考えられる弥生時代の食料形態の中では、貯蔵を

目的とした施設は縄文時代の樫果類の貯蔵形態とは異なり、通気性の良好な場所に占地したと

考えられる。また、集団内におけるこれらの管理体系については集団規模及び集団を取り巻く
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地理的成因に大きく依存する点が多いのではないかと思われる。つまり本遺跡の場合、時期的

対応関係が明らかとなっているものについてみると中期後半の住居跡2軒に対し、貯蔵穴が2

基存在し、あたかもこれらが個々の家に付属するかのようにとらえられるが、その生産基盤を

なすべき可耕地は限定されており必然的に集団の規模が押さえられる結果となる。これに対し

て、大河川流域を背景とした地域の集団は、その集団内における規制もさることながら、各集

団間における規制が強化され貯蔵体系についても異なる様相を示すと考えられる。このことを
（9）

示すものとしては､近年調査が実施されている福山市駅家町所在の石鎚権現遺跡群中の貯蔵体

系が認められる。この遺跡群は、本遺跡とは若干時期的に下るものの、居住空間、埋葬空間、

貯蔵空間が比較的距離をおいて場所の選定が行なわれており、明らかに本遺跡との在り方の相

違が認められる。

このように大きな河川流域を背景とした地域と狭小な谷水田を背景とした山間地域とでは、

その生産基盤に大きな差が生じ、 このことによる集団間の規制の内容に相違が生じたものと考

えられよう。 しかしながら、本遺跡の場合、前述のように周辺遺跡の調査が進展しておらず、

遺跡相互間の関係や、本遺跡の占める位置については、不明な部分が多々あり、今後の調査に

待ちたい。
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